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Ⅰ新技術の解説

１要旨

放牧場産子の肥育特性はまだ未解明な部分が多いが、セリ市場での評価向上のためには、肥育成績
が舎飼育成された肥育素牛と同等であることが求められる。試験場内および実証農家において放牧場
産子（放牧・良質粗飼料多給育成の素牛）と舎飼産子（放牧育成でないセリ市場導入牛）を同一給与体
系（27～28カ月齢出荷の短期肥育体系）で肥育した。素牛の血統はすべて福島県有種雄牛産子とし
た。その結果、放牧場産子は高い飼料摂取量（図１、表１）および高い発育（図１、図２）を示した。コスト
（表２）については、販売価格から導入価格・飼料費を差し引いた差益は±2.5％程度の差で同等となっ
た。産肉成績（表３）も肉量・肉質とも同程度となり、産肉能力の同等性が実証された。

２期待される効果

(1) 放牧場産子の肥育特性が明らかとなったことで、素牛の市場評価向上が期待される。

(2) 黒毛和種繁殖経営における放牧利用促進と、省力化による規模拡大が可能となる。

(3) 子牛・枝肉販売価格の向上により、繁殖農家・肥育農家の収益性改善が図られる。

３適用範囲

(1) 黒毛和種の放牧場産子を素牛として導入する黒毛和種肥育農家

(2) 放牧を取り入れている黒毛和種繁殖肥育一貫経営農家

４普及上の留意点

(1) 肥育素牛は育成時に粗飼料を十分に採食していることが必要である。

(2) 肥育開始当初は良質乾草を不断給与して腹づくりを行い、徐々にイナワラに切り替える。

(3) 粗飼料多給育成した放牧場産子は飼料摂取量が高いため、肥育前期に濃厚飼料を摂取しすぎな
いよう制限給与する。
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